
 

（第２号様式）   
令和３年３月 26 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立平塚工科高等学校長  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 24日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①科学技術教育
に関する感性を
醸成させ、幅広
い教養・技能・
技術を身に付け
させる。 
 
 
 
②生徒一人ひと
りに見合った指
導を工夫し、基
礎学力の定着と
学 力 向 上 を 図
る。 

①各系の連携を
深め、生徒の関
心・意欲を高め
る事業を拡充し
て資格取得を促
進する。 
 
 
 
②G suite 等を
積極的に活用し
て、学習習慣の
定着の充実を図
る。 

①大学との連携に
より、上級学校の
授業を体験するこ
とで、科学技術教
育に関する感性を
醸成させる。 
各系の連携を強化
し、資格取得の促
進を図る。 
②日ごろの授業の
課題等を作成する
G suite の研修・
活用を行い、生徒
の家庭学習を促
す。 

①大学進学者希
望者のニーズに
対応できている
かを、報告書か
ら理解度を確認
する。  
生徒の資格取得
率増加状況。 
 
②G suite 等の研
修 会 の 実 施 状
況。また、生徒
が活用して課題
等を提出し学習
習慣の定着が図
れたか。 

①コンソーシアム
を利用して湘南工
科大学と神奈川工
科大学で出前授業
を実施した。資格
試験 は数が 絞ら
れ、３年生を優先
して取得させた。 
 
②G Suite の活用
について職員研修
を実施。また、家
庭での学習や連絡
に生徒のスマホ等
端末を利用した学
習を展開した。 

①コロナの影響に
より上級学校訪問
や体験等はほぼ実
施不可となった。
来年度は再開を目
指したい。また、
オンラインでの体
験等も視野に入れ
たい。 
②日ごろの授業で
の積極的な活用を
目指し、研修やマ
ニュアル作成、ま
た情報交換を実施
して利用を促して
いく。 

①来年度も大学側は訪問
等の受け入れには制限が
かかり難しい状況にある
が、高校への出前はいく
らでも対応可能である。
ぜひ積極的にコンソーシ
アム・出前授業を実施し
てもらいたい。 
 
②新型コロナウイルス感
染症のまん延により、授
業の形態も変化していく
のは必然。ネットの活用
など、組織的に取組んで
よりよい変化に対応して
もらいたい。 

①上級学校訪問が不可となった
中で、大学をお招きして出前授
業を実施できたことは、生徒の
関心・意欲を高め、科学的好奇
心を引き出すのに効果的であっ
た。資格試験が絞られる中で、
全ての受検を希望する生徒の要
望に応じることが出来なかっ
た。 
②G suite の活用が始まって、家
庭学習だけでなく校内でも無線
ＬＡＮを活用して普段の授業を
変える取組をスタートすること
が出来た。教員による個人差が
大きいところが課題である。 

①県内の大学をはじめ、上級学
校との連携でコンソーシアム事
業の進展を図る。特に出前授業
は教育的効果が高いと思われ
る。 
資格取得に関しては、関係団体
と協議してその機会をなるべく
確保するとともに、校内で講習
会等の実施の拡大も検討する。 
② 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 環 境 の 整 備 や
Chromebook の配備に伴い、授業
での G suite 等のＩＣＴ活用に視
点を当てる。そのためのマニュ
アルの整備や研究授業・研修会
の実施を検討する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的な生活
習慣や社会の行
動規範等の一般
常識を持った人
材を育成する。 
 
②教育相談体制
を充実させ、生
徒一人ひとりの
個に応じた支援
体 制 を 構 築 す
る。 
③部活動や委員
会活動を活性化
させ、責任感や
コミュニケーシ
ョン能力などの
人間性を育む。 

①きめ細かな指
導による挨拶の
励行や交通マナ
ー の 向 上 を 図
る。 
 
②効果的な支援
が行えるよう組
織的な相談体制
の充実を図る。 
 
 
③部活動入部率
の向上を図り、
学校行事と合わ
せ、活気ある学
校づくりを進め
る。 

①定期的な集会や
校内外巡視指導な
どを通じて挨拶を
励行し、交通マナ
ーの指導を図る。 
 
②教育相談コーデ
ィネーターを中心
とした相談体制の
整備。外部機関と
の連携によって課
題に対応できる体
制の構築。 
③部活動オリエン
テーション等を通
し、部活動への関
心を高める。各委
員会と学校行事の
関連をより強めた
活動をする。 

①挨拶をする生
徒 が 増 加 し た
か。交通事故の
件数や苦情の件
数の減少状況。 
 
②多様な生徒に
対して効果的な
支援を行うこと
ができたか。(教
育相談やケース
会議の実施状況) 
 
③部活動の加入
率は前年度より
向上したか。 
委員会活動の実
施回数と内容の
状況。 

①９月に自転車の
運転に関する指導
を各学年に対して
実施した。学年指
導を中心に挨拶を
励行させた。 
②コーディネータ
ーを中心に教育相
談を実施して生徒
情報を共有した。
ケース会議は５回
実施。 
 
③新入生に担任や
オンラインでの部
活動勧誘等を実施
して、部活動加入
率は 66.8％と高く
なった。 
平工祭を一般非公
開で実施した。 

①耐震工事に伴い
３年度も途中での
通学路の変更が予
定されており、そ
の安全対策が必要
とされている。 
②コロナの影響で
心理的に不安を感
じている生徒への
対応を強化する。
ケース会議による
情報の共有化を推
進する。 
③部活動加入率は
増加したが、入学
生の減少による加
入者数の減少に対
応する必要あり。 
平工祭含めた諸行
事の活性化も生徒
減少下での課題で
ある。 

①近隣では確かに自転車
通学の生徒のルールやマ
ナーは守られていない。
耐震工事によって裏側を
通る自転車の指導が必要
である。 
②新型コロナウイルス感
染症の影響により不安を
感じている生徒は必ず存
在する。ケース会議など
職員間で個別に情報提供
して丁寧な対応を願う。 
 
③部活動加入率が上昇し
たのは非常に良いことで
ある。高校では生徒が何
かを一生懸命に打ち込む
ことが出来るものを提供
してもらい、その機会を
作ってほしい。平工祭は
中学生が見ることが出来
るようにしてほしい。 

①臨時休校から分散登校と平常
の学校活動が出来ない中、挨拶
の励行をしっかりと伝えること
はできた。登下校のルール・マ
ナーについては苦情も多く、課
題が残った。 
②入学時より何らかの障害や問
題を抱えた生徒が多く在籍し、
年間を通してケース会議等で情
報の共有は図れた。インクルー
シブな視点にたった教育は依然
不足している状況である。 
 
③６月からの教育活動で新入生
が多く部活動に加入したことは
成果と考えられるが、例年の勧
誘活動が出来ない中での結果で
あるので検証が必要である。平
工祭を非公開でも実施したこと
は良かったが、来年度に向けて
どうしていくか検討が必要。 

①登下校のルール・マナー向
上。特に自転車通学のマナー向
上に対して効果的な手立てを打
つ必要がある。どのような施策
が効果的なのかを検討し、苦情
にも対応する。 
②全職員の研修によって心理的
に不安を抱えた生徒の理解と教
育相談の充実を図る。研修や啓
もう活動によるインクルーシブ
な視点にたった教育の推進を図
る。 
 
③入学生の減少に対応した部活
動活性策（入部率の大幅な増
加）のために何が必要かの検討
を行う。また、新型コロナウイ
ルス感染症とともに生きる中で
どのように各行事等を実施して
いくのかを検討して、学校の活
性化を図る。 

３ 進路指導・支援 

①生徒が主体的
に進路決定に向
き合えるように
入学時から段階
的に進路指導の
充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 学 校 生 活 の
様々な機会を利
用した進路教育
の実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①基礎的・応用的
能力育成を目指
し、進路指導教育
の充実を目指す。 
インターンシップ
推進チームとし
て、インターンシ
ップの受入先と参
加生徒を拡充に向
けた取組を推進す
る。 
 
 
 

①基礎力診断テ
ストの結果から
基礎力・応用力
の充実は進んだ
か。 
受入先と参加生
徒数を拡充する
こ と が で き た
か。 
 
 
 
 
 

①基礎力診断テス
トは遅れて実施。
結果についてはま
だ精査が出来てい
ない。 
インターンシップ
は今年度中止とな
った。 
 
 
 
 
 
 

①テストの結果か
ら改めて検証した
い。特にオンライ
ンでの学びなおし
学習の効果を検証
し、新たな能力育
成の方法を考えた
い。 
来年度の新型コロ
ナウイルス感染症
の状況を見ながら
企業と協力してイ
ンターンシップを
実施したい。 

①個別最適化されたオン
ライン学習や診断テスト
の実施がどれだけの効果
を生むのか、また生徒の
自学自習の意欲を生むも
のになるのかを検証して
もらいたい。 
職業体験ほか企業もオン
ライン化しているところ
が多くなっている。多角
的な対応ができるように
なってもらいたい。 
 
 

①基礎力診断テストを実施して
いるが、日頃の成果の確認や学
力差のある生徒への個別最適化
の点でその効果に疑問が残っ
た。また、進学への意欲を持た
せる点でも成果が表れたのかに
ついて疑問が残った。 
インターンシップ等の経験が出
来なかったことについては、令
和３年度の就職指導に影響があ
るかを検証する必要がある。 
 
 
 

①基礎力診断テストとオンライ
ンでの学びなおし教材をリンク
させて、多様な学力の生徒への
個別最適化を図るとともに、日
頃の自学自習の成果が診断テス
トに現れ、自己肯定感を引き出
す方向へ変更し、その成果を検
証する。 
各企業との調整を経て、できる
限りインターンシップを実施し
て、多くの生徒に経験をさせる
ことが必要である。 
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②上級学校への
進学を見据えた
キャリア教育を
実践する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

②外部機関との
連携や雇用状況
を見極めながら
よりきめの細か
い進路指導を行
う。 

②地元企業やハロ
ーワーク等との連
携を深め情操教育
に努める。 
進学希望者へのサ
ポート体制を整え
る。 

②ハローワーク
や地元企業との
連 携 は 進 ん だ
か。 
進学者への適切
なアドバイスが
できたか。 
 

②就職希望者はほ
ぼ全 員が内 定し
た。就職支援員の
活用や希望者向け
の説明会や面接練
習を実施した。 
進学希望者向けに
進路 説明会 を実
施。上級学校訪問
や体験授業につい
ては実施できなか
った。 

②オンラインでの
面接や就職試験へ
の対応。またオン
ラインでの情報収
集やコミュニケー
ションを活性化し
て、上級学校進学
へのサポート体制
を整える必要があ
る。 

②「平塚工科＝就職」と
いうイメージが非常に強
い。就職に強いのは良い
が、進学についてのイメ
ージを持たれていない。
実際には進学希望者への
サポート体制はあると思
うが、それが外部から見
えていないのは問題があ
る。 

②就職については新型コロナウ
イルス感染症の影響を受けるこ
となく希望者全員の内定を得る
ことが出来た。今後はオンライ
ンでの企業訪問や就職試験への
対応が課題となる。進学へのサ
ポートでは、オープンキャンパ
スや体験授業への参加が出来
ず、来年への不安材料となっ
た。また、入試への変化に対応
できなかった部分もあった。 

②進学だけでなく、就職でも職
場見学や就職試験にオンライン
を導入する動きがみられ、それ
らに対応するための情報収集や
研究が必要である。進学では希
望者に対する早い時期からのサ
ポート体制を構築して、進学を
あきらめさせない体制を作り、
進学もできるというイメージを
持たれるようにしていく。 

４ 地域等との協働 

①工業系専門高
校として、もの
づくり体験教室
を 始 め 、 文 化
祭、学校へ行こ
う週間等での地
域への公開で開
かれた学校づく
りを進める。 
②保護者や地域
社会との協働に
より開かれた学
校づくりをめざ
す。 
 

①小・中学生の
ニーズに合わせ
体験活動を魅力
あ る も の に す
る。 
 
 
 
 
②ＰＴＡや地域
と 連 携 を 通 し
て、教育活動の
推進に取り組む
とともに、情報
発信する。 

①近隣の小・中学
生に向けて、実習
等の体験授業を実
施する。 
 
 
 
 
 
②ＰＴＡや地域の
方と連携した取り
組みの実施とその
情報発信。 

①体験型授業を
実施できたか。
また授業を体験
した小・中学生
の意見・感想は
好意的か 
 
 
 
②連携した事業
の実施状況およ
びそれを踏まえ
た地域連携部会
等の意見。 

①対象の体験教室
は中止とした。代
替の行事も計画し
ていない。学校を
公開する行事も今
年度は開催なし。 
中学校への出前授
業を実施した。 
 
②今春からＰＴＡ
及び地域と連携し
た取 り組み はな
い。地域の防災拠
点として避難所運
営マニュアルを策
定した。 

コロナウイルス感
染状況等を踏まえ
ながら、来年度の
事業開催について
検討していく。 
中学校へ工業高校
を知ってもらう取
り組みをさらに進
める必要がある。 
②地域連携部会の
意見を踏まえなが
ら地域防災の拠点
としての役割を検
討 し て い く 。 ま
た、その情報発信
を行う。 

①今年度は仕方ないが、
工業の魅力を中学生その
他に伝えるために、復活
してもらいたい。入学者
が減少している事に関し
ては、しっかりと検証し
ＰＲイベントを考え受検
者を増やすことを考えて
ほしい。 
②新型コロナ対策を行い
ながらの地域連携は何が
できるのかを考え、新し
い視点を持ちながら進め
ていってほしい。ＰＴＡ
活動も同様。 

①中学生向けの体験教室が実施
できなかったことと、志願者の
大幅な減少に関連性があるのか
の検証が必要。一つの試みとし
て中学への出前授業は中学校側
からの評価が高く、ニーズもあ
ることが分かったが、受検者数
の増加に資するかについては課
題である。 
②ＰＴＡ活動・地域連携両面と
も活動が停滞した。地域連携部
会は１回の開催であった。避難
所運営マニュアルが作られた
が、今後は自治体・町内会との
連携が一層必要である。 

①出来る範囲での中学生向け及
び地域児童向けの体験教室の実
施を検討する。また、WEB による
動画配信等を積極的に導入して
工業高校をアピールする機会を
増やす。中学への出前授業は継
続可能な取組とするよう、方法
について検討していく。 
 
②地域連携部会の開催によって
活動を活性化する。特に地域の
意見を聞き、協議する場面を作
ることを検討する。防災につい
ては自治体との連携を強化して
今後の方向性を探る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①職員の働き方
改革を推進し、
活気に満ちた職
場環境を創造す
る。 
 
②防災意識を高
め、防災力を上
げる。地域の防
災拠点としての
充実を図る。 

①業務へのＩＣ
Ｔの積極的な導
入を進め、働き
方の改革を推進
する。 
 
②防災教育を教
育課程の一環と
して定着させ、
地域とも連携し
た防災力を向上
させる。 

①コミュニケーシ
ョンツールを導入
し学年やグループ
等の業務に利用す
る。 
 
②平塚市災害対策
課の協力を得て、
防災講演会および
訓練体験やＤＩＧ
（災害図上訓練）
の実施。 

①コミュニケー
ションツールの
利用人数・グル
ープ数。また、
それによる業務
改善状況。 
②防災訓練の実
施状況はどうだ
ったか。また、
訓練および講演
会 へ の 参 加 状
況。 

①業務に Teams を
導入し、各グルー
プ・学年の業務・
情報交換に利用。
校内ポータルと併
用している。 
②８月末に防災避
難訓練を実施。１
月に 津波防 災訓
練・ＤＩＧを実施
した。 

①Teams の業務一
元化に向けた準備
と職員へ研修等を
実施して全員が利
用できる体制を作
る必要がある。 
②耐震補強工事中
の災害対策につい
て検討およびそれ
を見越した訓練を
実施する。 

①導入される新しいツー
ルに合わせて事故防止に
努めてもらいたい。オン
ライン会議等増えると思
うが、その付き合い方も
考える必要がある。 
②工事に伴う、生徒の登
下校の動線等の再点検を
事故防止の観点からお願
いする。 

①働き方改革の推進のため、新
しいコミュニケーションツール
を導入し、日々の業務に利用で
きた。また勤務時間管理システ
ムも導入された。これらが働き
方の変化に好結果を持たすかが
今後の課題である。 
②津波防災訓練やＤＩＧを実施
して防災に関して効果があっ
た。防災教育のさらなる定着に
は課題が残った。 

①Teams の活用をさらに推進して
職員間の新たなコミュニケーシ
ョンを広げる。またその利用が
働き方改革に逆行しないよう検
証する。あわせてセキュリティ
ーの意識を高める研修を実施。 
 
②耐震工事が今後も続き、それ
に対応した安全対策と地震津波
等の災害対策を検討して万が一
に備える。 

 


